
 

 

 

 

 

 夏休みが終わり、2 学期が始まりました。みなさん、夏休みはリフレッシュできましたか？８月から９月にか

けて、夏の疲れが出やすい時期です。心と体どちらも元気なとき、はじめて「健康」といえます。夏休み気分を

学校モードに切り替えて、2 学期も元気に過ごしましょう。 

熊本県のリスクレベルは「２ 警戒強化レベル」です。 

感染状況は、増加傾向にあります。令和 4 年 8 月 2 日には「熊本 BA.5 対策強化宣言」が発令されました。学校

でも引き続き感染症対策を行いますので、みなさんも基本的な感染防止対策を行いましょう。 

① 症状がなくとも、マスク着用 

② こまめな換気、手洗い・手指消毒 

③ 発熱時は仕事等（学校）を休み、かかりつけ医等に電話相談         【熊本市 HPより】 

 

〇マスクを正しく着用しましょう               

  すき間がないようにしっかり覆うのが正しい 

  着用方法です。 

  人との距離が 2メートル確保できない場合や 

会話時は必ずマスクを着用しましょう。 

 

 〇こまめに手洗い・手指消毒をしましょう     

   石けんをつけて手洗いし、清潔なハンカチでふきましょう。 

  外から教室に入るとき、咳やくしゃみをしたとき、給食の前後、 

掃除の後、トイレの後、共有のものをさわったときは、手洗い 

のタイミングです。 

 

 〇こまめに換気を行いましょう 

  まだまだ暑い日が続き、エアコンを使用することが考えられ 

  ます。エアコンを使用すると、換気を忘れがちになってしまい 

  ますが、教室の前後の窓を常に 10センチほど開けておくだけ 

でも十分に空気の入れ替えが可能です。エアコンをつけていても 

定期的に換気をすることを心がけましょう。 

 

《保護者の方へ》 

① 生徒本人やご家族がＰＣＲ検査、抗原検査を受ける場合は、検査日・判定が確定する日なども併せて学校へ速

やかに連絡をお願いいたします。 

② 県のリスクレベルがレベル 2 以上ですので、生徒本人、同居家族に発熱、風邪症状がある場合は、登校を控え

てください。 

③ 発熱、風邪症状等がある場合は、かかりつけ医にご相談ください。相談できる医療機関が分からない場合は発

熱患者専用ダイヤル（０５７０－０９６－５６７）に連絡すると、相談できる医療機関を案内されます。 
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地震、台風、豪雨、火事。いつ私たちの身にふりかかるかわからないのが災害です。 

災害が起きた時に何より大切なのは、あわてずに身を守ることです。そのため、 

「もしも」に備えた正しい知識を、普段から身に付けておきましょう。 

 

 

   災害後の情報は SNSで入手するといい                 雷が鳴ったら、大きな木の下に避難する    

答えは ×                                 答えは ×  

SNSの情報やうわさ話には、憶測やデマもあります。      木に雷が落ちると電流が流れてくることがあり危険で 

携帯ラジオを準備しておいて、正しい情報を手に入れ     す。建物か車の中に逃げるようにしましょう。近くにな 

ましょう。                                 いときは、木から離れて姿勢を低くしましょう。 

 

   火事で煙が出ていたら姿勢を低くして逃げる             火事や地震で逃げるときにエレベーターを使っては 

答えは 〇                                                          いけない    

煙は有毒で、吸い込むと命にかかわります。煙は上に       答えは 〇  

進むので、姿勢を低くして、壁づたいに横か下方向に      停電が起こると、エレベーターに閉じ込められる心配 

逃げましょう。                               があります。階段を使って避難しましょう。 

 

９月９日は救急の日です！ 

運動中に打撲やねんざなどのけがをしたとき、どうすればよいか知っていますか？的確に応急処置をするために、

「RICE」という言葉を覚えておきましょう。 

〇 Rest・・・安静  

損傷部位のはれや血管・神経の損傷を防ぐことが目的です。 

無理に動かしたり、もんだり、ひっぱったりしてはいけません。 

 

〇 Ice・・・冷却  

はれを抑えることが目的です。 

氷を入れたビニール袋をタオルでくるみ、患部にあてます。15 分ほど冷やして感覚がなくなった

らはずし、また痛みが出てきたら冷やします。これを繰り返します。 

 

〇 Compression・・・圧迫  

患部の内出血やはれを防ぐことが目的です。スポンジなどをあてて、テープや弾性包帯で軽く 

圧迫するように巻きます。 

 

〇 Elevation・・・挙上  

はれを防ぐこと、はれの軽減が目的です。 

患部を心臓より高くあげます。 

 

「RICE」は受診するまでの応急処置です。骨折や脱臼をしていることもあるので、痛みやはれ

がひどいときは病院を受診しましょう。 

防災クイズ 〇か×で答えよう！ 


